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④ 頚髄からの脊髄視蓋路は stratum album profundum と stratum zonale を通り視蓋に達する。













④ 上記 2 系路の上行路のうち外側辺縁核群由来の上行線維は，脳幹にわいて腹内側に移行し外側
網様体核および主として大細胞性網様体核に脊髄内におけると同様の層状構造を保持しながら終
る。
⑤ 下に述べる 5 上行路は脊髄網様体系上行路の外側辺縁核群由来の上行路として，一つの体系に
まとめられる。すなわち網様体経由の脊髄前庭路，脊髄オリーブ路，脊髄被蓋路，脊髄視蓋路，
脊髄網様体路がある。そのうち脊髄綱様体路を除く四上行路は外側辺縁核群の後角基底部を起始
としている。
〔総括〕
定位的脊髄電極針保持装置を開発し，ウサギの脊髄の各レベルに中間灰白質を中心とした限局破壊
を行い，脊髄上行路の起始，経路，終末に関して実験的組織学的分析の行いを脊髄上行路の形態機能
の系統的解明を行った。
論文の審査結果の要旨
定位的脊髄電極針保持装置を開発し，脊髄灰白質の限局的な破壊に成功。従来 不明であった上行
路の起始，経路，終止の系統的解明がなされ，脊髄上行路全般にわたる理解が可能となった。これは
ウサギの実験ではあるが，人間に至る脊髄の原型を有している。以上の研究成績は独創性に富み，形
態学ならびに臨床的診断，治療にも大きく役立つものであり，学位論文に価いするものと考える。
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